
 

 

 子どもの学びの場を、園、学校、家庭だ

けでなく、地域の人、自然や施設・設備へ

と広げ、教育の充実を図ります。 

 

 誕生から幼保小中高と、子どもの教育

に関わる関係機関が一層連携し、一貫し

た教育を推進します。 

 

 

第 2次美濃加茂市教育振興基本計画    令和２～６年度実施（5年間） 

 

１  FROM－0歳プラン２がめざす人間像と基本計画の構え 

「自己にきびしく 人にやさしい 心身ともにたくましい子ども」の育成を願い、地域の人材、

自然、施設・設備を活用し、市民参画により、子どもを育てるまちづくりを推進します。 

２  第６次 美濃加茂市総合計画との関連 

美濃加茂市総合計画がめざす「美

濃加茂市の未来都市像」の実現に向

けて、教育の場では、『学校が楽し

い！』というキーワードを掲げました。 

教育が果たすべき役割は、「どの子

も、どこにいても『毎日が楽しい！』と

言える。」そんな子どもの居場所をつ

くり、それぞれの場で大人が責任をも

って生きる力を育むことです。 

私たちは、生きる力を育む場所の総

称を「学校」とし、『学校が楽しい！』と

言える子どもの育成をめざします。 

学校を中心とした教育の推進とともに、市民参画による子どもを育てるまちづくりを意

図して、次の３本の柱を設定しました。 

 

 学校は、校長を中心としてカリキュラムマ

ネジメントの充実を図り、「楽しい学校づく

り」を目指します。 

学校の改革・改善 

ロングスパン教育 

面による指導  

３  ＦＲＯＭ―０歳プラン２を支える３本の柱 


